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第４章 これからの国東市のための住民アンケート

第 1 節 調 査 の 概 要 及 び 回 答 者 の 属 性

（１）調査の概要
　
　  Ⅰ　調査の名称
　　　　「これからの国東市のための住民アンケート」

　  Ⅱ　調査の目的
平成２５年度全面改訂する「第２次国東市総合計画」の策定にあたり、国
東市民の意見を収集するとともに、一部「国東市まちづくり住民アンケー
ト（主管　東国東地域町村合併協議会：平成１６年７月に実施）」と比較す
ることにより以下の資料として活用することを目的として実施しました。

 ○「第２次国東市総合計画」の基本構想及び基本計画策定に向けての資料
 ○　本市の「まちづくり」や市政全般にわたる政策立案のための資料

　  Ⅲ　調査の方法
調査地域：国東市内全域
調査対象：国東市内に在住する満２０歳以上の男女５，０００人
　　　　　（住民基本台帳による）
抽出方法：層化抽出方法（※１）による
　　　　　人口比例割り当て人数を下記の階層により任意に抽出する。
　　　　　階層区分表：層化変数は以下の年代別とする。

階層区分（層化変数）
－年齢は H24.12.25 の満年齢－

国東市の階層人口
(H24.12.25 現在 ) 割当人数

２０歳以上―３４歳以下 3,998人 742人
３５歳以上―４４歳以下 3,196人 594人
４５歳以上―５４歳以下 3,429人 637人
５５歳以上―６４歳以下 4,775人 887人

６５歳以上 11,527人 2,140人

合　　　計 26,925人 5,000人

抽出理由：本市の政策立案に活かすため、国東市民のライフステージに
　　　　　併せた多様な意見を幅広く求めるため。
※１： 統計調査で、母集団から標本を抽出する時、母集団をいくつかの層（群）
　　　に分け、適切な比率で標本を任意に抽出する方法。
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　　Ⅳ　調査の期間

開始年月日 平成２５年１月２３日

終了年月日 平成２５年２月　６日

　　Ⅴ　回収結果

配布数 回収数 回収率

5,000 2,390 47.8%

（２）回答者の属性

　有効回答のあった２, ３９０人の属性は、以下の通りです。性別は、「女性」
が５０. ２％「男性」が３６. ９％です。年代は、「６０代」の割合が、２１．９
％と最も高く、「７０代」２１．８％、「８０代以上」１７．６％、「５０代」1 ５．
２％、「４０代」９．８％、「３０代」８．１％、「２０代」が４．６％となってい
ます。
　また、年代を男女別に分析しても、４０代以下の回答率は男女ともに２３．
９％となっており、回答率としては、男女別に大きな違いは見られません。

年代別性　別

20歳代　4.6％

30歳代
8.1％

40歳代
9.8％

50歳代
15.2％

60歳代
21.9％

70歳代
21.8％

80歳代以上
17.6％

女性
50.2％

男性
36.9％

無回答
12.9％

無回答　1.0％

性別（N ＝ 2,390） 年代別（N ＝ 2,390）

（注）「Ｎ＝」は回答者数を表します。パーセントの母数となる数字です（以下、同様）。
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（１）これからのまちづくりについての調査結果について

　国東市の将来像で最も望むイメージは「保健・
医療・福祉のまち」で２１. ０％、他の項目を大
きく引き離して最も高くなっています。次に「出
会いと定住のまち」「食と農林水産業のまち」( ９．
２％ )「環境にやさしいまち」( ９. ０％ )「企業誘

致のまち」( ８. ５％ ) と続いています。詳しく見
ると、「住民参加のまち」をイメージする数値が
かなり低下しておりコミュニティ力や協働意識の
減退が、懸念されます。

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

「保健・医療・福祉のまち」　住んでいる人たちがその生涯を安心して暮らせる

「出会いと定住のまち」　地元や市外のいろいろな世代がたくさん住み活気あふれる

「食と農林水産業のまち」　自然を活かした農・林・水産業や加工業が盛んな

「環境にやさしいまち」　美しい自然に囲まれ、快適な住環境が整った

「企業誘致のまち」　積極的な企業誘致により雇用の機会を増やす

「防災・防犯のまち」　住んでいる人が災害や犯罪に悩まず安全に生活できる

「健康のまち」　住んでいる人たちが元気に暮らす

「子育てのまち」　笑顔いっぱいの子どもを安心して育てられる

「自然エネルギーのまち」　太陽光など再生可能エネルギーの導入を進める

「学校教育のまち」　子どもが自信を持って、元気よく学校に通う

「観光と交流のまち」　くにさきの歴史や自然、アート、農家民泊などを活かした

「産業創出のまち」　地場産業の育成や新しい起業を進める

「機能的なまち」　中心市街地にいろいろな施設が集中した

「住民参加のまち」　住んでいる人がまちづくりに積極的にかかわる

「情報のまち」　住んでいる人が都会と同じようにＴＶやパソコン、携帯を使える

「生涯学習のまち」　たくさんの人が学びあい地域で活躍する人を育てる

「地域が主役のまち」　住んでいる地域の個性が光り、地域が主役になる

その他

21.0%

9.2%

9.2%

9.0%

8.5%

7.9%

7.1%

4.4%

4.0%

3.5%

3.3%

3.3%

2.6%

2.0%

1.8%

1.6%

1.2%

0.5%

将来のイメージ（H24）（N=2,390　複数回答 T=6,563）
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　合併前の新市イメージとしては、「医療・福祉
の充実したまち」が２１．３％と最も高くなって
います。次いで、「安心・安全なまち」（１７．０％）、

「豊かな自然や資源を活かした観光のまち」（１２．
３％）、「地域産業を活かした活力あるまち」、「快
適な住環境に恵まれたまち」（１０．９％）となっ
ています。
　平成１６年調査時点と比較しても「医療・福祉」
の充実を望む意見が多いことがわかります。前回
の質問になかった項目とは言え、新しいイメージ

の「出会いと定住のまち」が、同率ですが２番目
に多い意見となっています。また、雇用に関わる

「企業誘致のまち」を望む意見が前回より多い傾
向にあります。「住環境に優しく、地域産業を活
かした活力あるまち」については、前回に引き続
き、今回の調査でも堅調な支持を得ています。
　反対に、「住民が参加のまち」「豊かな自然や資
源を活かした観光のまち」のイメージについては、
低下傾向にあるとも言えます。

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

医療福祉の充実したまち 21.3%

安心・安全なまち 17.0%

豊かな自然や資源を活かした観光のまち 12.3%

地域産業を活かした活力あるまち 10.9%

快適な住環境に恵まれたまち 10.9%

住民が積極的にかかわることにより地域の個性が光るまち 8.5%

雇用機会の活発なまち 6.9%

生涯学習・教育の充実したまち 3.4%

情報や通信機能の発達した高度情報化のまち 3.0%

その他 1.6%

無回答 4.1%

新市のイメージについて（Ｈ16）
（N=9,786  複数回答 Ｔ =24,404  姫島村含まず。）

平成１６年度調査時点での新市のイメージとの比較について
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（２）暮らしの満足度と重要度の調査結果について

Ⅰ　現在の暮らしの「満足度」の調査結果

Ⅱ　現在の暮らしの「重要度」の調査結果

　今回のアンケートでは、４３項目にわたる項目
について暮らしの満足度調査を実施いたしまし
た。満足度の高い項目のベスト１０と不満足度の
高い項目のベスト１０は下表の通りになっていま
す。「健診・相談・健康教室など日常の保健活動
について」が最も高く、次に「ケーブルテレビや
インターネット環境の整備について」が続きます。
逆に「就職の機会について」や「病院や医療の充

　重要度の高い項目は以下の通りで、「不満足度」
の高い項目と重なっている項目が多く見られます。

実について」、「夜道の安全対策などの防犯につい
て」、「空き家バンクなどの移住や雇用、婚活の支
援について」の不満足度が高くなっています。ま
た、満足度と不満足度の両方にランクインしてい
る項目は、「病院や医療の充実について」、「夜間・
休日の救急医療体制について」となっており、こ
の２つの項目が、市民にとって最も身近で、関心
の高い政策であることが予想できます。

それ以外では、災害時の対策について市民の重要
度が高いことがわかります。

満足度ベスト１０
健診・相談・健康教室など日常の保健活
動について 16.5%

ケーブルテレビやインターネット環境の
整備について 16.0%

市の広報誌などの広報活動について 14.7%
夜間・休日の救急医療体制について 14.1%
病院や医院の充実について 14.0%
ごみ・し尿の収集・処理について 13.2%
市道等の整備について 13.0%
高齢者に対する福祉や施設について 12.6%
図書館や公民館、スポーツ施設について 12.5%
上水道・簡易水道の整備について 12.3%

重要度ベスト１０
就職の機会について 72.2%
病院や医療の充実について 69.7%
空き家バンクなどの移住や雇用、婚活の支援について 68.5%
夜間・休日の救急医療体制について 67.5%
夜道の安全対策などの防犯について 62.8%
高齢者に対する福祉や施設について 61.0%
災害時の避難場所や避難路について 59.1%
観光の振興について 58.4%
農業・林業・水産業の振興について 57.4%
地震や水害への対策や消防について 55.9%

不満足度ベスト１０
就職の機会について 50.7%
病院や医療の充実について 38.8%
夜道の安全対策などの防犯について 37.0%
空き家バンクなどの移住や雇用、婚活の
支援について 36.6%

商業の振興について 32.9%
公園・子どもの遊び場等について 32.6%
路線バス・コミュニティバス ・タクシー
等について 31.1%

観光の振興について 29.0%
夜間・休日の救急医療体制について 28.9%
農業・林業・水産業の振興について 28.5%
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Ⅲ　合併前（Ｈ16年）と今回（Ｈ24年）の満足度と不満足度調査との比較

　概ね、合併前に比べて満足度が低くなっている
傾向にありますが「満足度」と「不満足度」で大

きく合併前と変化している項目は以下の項目と
なっています。

合併前よりも「満足度」が増えている項目
（24）ケーブルテレビやインターネット環境の整

備について
(H16 質問　情報・通信体制の整備について )

（39）男女共同参画社会の実現について
（26）災害時の避難場所や避難路について
（38）人権が尊重される地域社会づくりについて
（16）観光の振興について
（12）幼稚園や小・中学校の教育内容、施設につ

いて　／　（23）路線バス・コミュニティバス・
タクシー等について（H16 質問：バス・船の便と
路線網について）

合併前よりも「不満足度」が増えている項目
（ 3 ）病院や医療の充実について

（17）就職の機会について

（ 7 ）高齢者に対する福祉や施設について
（H16 質問：老人福祉センターなどの高齢者に対

する福祉について）

（15）工業の振興について

（ 5 ）乳幼児や児童に対する福祉や施設について
（H16 質問：保育所・児童館など乳幼児や児童に

対する福祉や施設について）

（14）商業の振興について

※満足度調査の詳細は、１４５Ｐに掲載しています。




